
2018

平成30年
大分県



目　　次

Ⅰ 農業及び畜産の概要

　　1. 農業の概要  1

　　2. 畜産の概要  3

Ⅱ 家畜別の動き

　　1. 肉用牛  4

　　2. 乳用牛  9

　　3. 豚  12

　　4. 採卵鶏  15

　　5. ブロイラー  17

　　6. 地鶏  19

　　7. 生産費と所得の推移  21

Ⅲ 飼料  23

Ⅳ 家畜衛生・畜産環境  26

資料 1  畜産関係団体等一覧  28

資料 2  県畜産関係組織図  29

資料 3  平成３０年農林水産部

畜産振興課・畜産技術室の

主な出来事  30



Ⅰ 農業及び畜産の概要

1. 農業の概要

（1）本県農業の位置づけ

項　　目 単位
区　　　分

資  料
大分県 九州 全国 大分/九州(%) 大分/全国(%)

総 農 家 戸 数 戸 39,475 308,799 2,155,082 12.8 1.8 

農林水産省「農林業セン
サス（平成27年）」

販 売 農 家 戸 数 戸 24,300 199,273 1,329,591 12.2 1.8 

（構成比） （％） 61.6 64.5 61.7 95.4 99.8 

農 業 就 業 人 口 人 35,208 327,624 2,096,662 10.7 1.7 

農 業 産 出 額 億円 1,273 18,356 98,787 6.9 1.3 農林水産省「生産農業所
得統計（平成29年）」生 産 農 業 所 得 億円 524 7,055 38,799 7.4 1.4 

生産農業所得÷農業産出額 （％） 41.2 38.4 39.3 107.1 104.8 

農 業 産 出 額 ÷ 総 農 家 戸 数 千円 3,225 5,944 4,584 

農業産出額÷販売農家戸数 千円 5,239 9,211 7,430 

耕 地 面 積 ha 55,400 529,900 4,420,000 10.5 1.3 

農林水産省「耕地及び作
付面積統計（平成30年）」

田 面 積 ha 39,500 309,600 2,405,000 12.8 1.6 

（構成比） （％） 71.3 58.4 54.4 122.1 131.1 

畑 面 積 ha 15,900 220,300 2,014,000 7.2 0.8 

（構成比） （％） 28.7 41.6 45.6 69.0 62.9 

う ち 牧 草 地 ha 2,720 14,400 598,600 18.9 0.5 

（構成比） （％） 4.9 2.7 13.5 181.5 36.3 

（注）販 売 農 家 ： 経営耕地面積が30a以上又は農産物販売金額が50万円以上の農家。
農業就業人口 ： 販売農家で、農家に常住し、しかも生活の本拠をそこに持つ世帯員のうち、調査期日前１年間に、「農業のみに従事した世帯員」及

び「農業と兼業の双方に従事したが、農業の従事日数の方が多い世帯員」。
生産農業所得 ： 農業産出額から生産のために投入された物的経費を控除して推計したもの。

（2）農家戸数の推移（大分県）

（3）主業副業農家占有率の推移（大分県）
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資料：農林水産省「農林業センサス」

総農家戸数（左軸） 後継者のいる農家割合（右軸）
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資料：農林水産省「農林業センサス」

農 家 戸 数 は H 2 7 年 が
39,475戸で、5年前に比
べ15.3％減少した。
後継者のいる農家割合は
H27年が29.0％で、5年
前の35.3％に比べ大幅に
減少している。

H27年の主業農家の割合
は10.5％で、5年前に比
べ0.5％減少した。
農家戸数は5年前に比べ、
15.3％（7,148戸）減
少したのに対し、主業農
家戸数は19.8％（1,017
戸）減少した。

（注）主 業 農 家 ： 販売農家のうち農業所得が主（農家所得の50％以上が農業所得）で65歳未満の農業従事60日以上の者がいる農家。
準主業農家 ： 販売農家のうち農外所得が主で65歳未満の農業従事60日以上の者がいる農家。
副業的農家 ： 販売農家のうち65歳未満の農業従事60日以上の者がいない農家。（主業農家・準主業農家以外の農家）
自給的農家 ： 経営耕地面積が30a未満かつ農産物販売金額が50万円未満の農家。
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（4）農業労働力の推移（大分県）

（5）農業産出額（大分県）

H29年の農業総産出額は1,273億
円で前年に比べ66億円（5.0％）
減少した。畜産は457億円で総産
出額の36％を占め、前年に比べ16
億円（3.4％）減少した。
畜産の部門別産出額では、肉用牛
が150億円（畜産に占める構成比
33％）で、前年に比べ8.5％減少
し、乳用牛は86億円（同19％）で
2.3％減少した。豚は96億円（同
21％）で6.7％増加し、養鶏は
122億円（同27％）で6.9％減少
した。
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資料：農林水産省「農林業センサス」

65歳未満基幹的農業従事者 平均年齢（全国）
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資料：農林水産省「生産農業所得統計」
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基幹的農業従事者数は、H27年が
30,316人で、5年前に比べ88.0％
と、減少傾向が続いている。
65歳未満従事者割合は、H27年が
27.5％と5年前に比べ4.5ポイント
（2,710人）減少した。
平均年齢は、H27年が69.4歳であ
り、5年前に比べ1.4歳上昇している。
（注）基幹的農業従事者：農業に
主として従事した世帯員（農業就
業人口）のうち、調査日前１年間
の普段の主な状態が「仕事に従事
していた者」のこと。
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2. 畜産の概要

（1）家畜の飼養戸数・頭羽数（平成 30 年 2 月 1 日）
大分県 九　　州 全　　国

実数 対前年比（％） 実数 対前年比（％） 順位 実数 対前年比（％） 順位

肉
用
牛

戸数 1,210 96.8 21,200 96.4 5 48,300 96.4 11 

頭数 48,900 103.4 901,100 101.3 6 2,514,000 100.6 15 

頭 / 戸 40.4 106.8 42.5 105.1 5 52.0 104.3 33 

乳
用
牛

戸数 126 90.6 1,520 93.8 6 15,700 95.7 26 

頭数 12,600 102.4 106,500 99.5 4 1,328,000 100.4 16 

頭 / 戸 100.0 113.0 70.1 106.1 1 84.6 104.9 3 

豚

戸数 47 94.0 1,420 96.6 6 4,470 95.7 26 

頭数 137,600 102.2 2,867,000 97.3 5 9,189,000 98.3 19 

頭 / 戸 2,927.7 108.7 2,019.0 100.7 1 2,055.7 102.7 8 

採
卵
鶏

戸数 23 92.0 443 92.1 7 2,200 90.2 33 

千羽 1,286 100.1 23,696 98.2 6 181,950 101.7 30 

千羽 / 戸 55.9 108.8 53.5 106.7 3 82.7 112.8 25 

ブ
ロ
イ
ラ
ー

戸数 52 98.1 1,110 98.2 5 2,260 97.8 10 

千羽 2,502 109.3 68,750 102.0 6 138,776 102.9 12 

千羽 / 戸 48.1 111.4 61.9 103.8 6 61.4 105.1 20 

　 （資料：農林水産省「畜産統計」）

①肉用牛
　戸数は依然として減少しているものの、頭数は８年ぶりに増加した。1戸あたりの飼養規模は増加を続け、全国

　33位(H29年36位)とH25年以降順位を落としていたが、今年は上昇した。

②乳用牛
　飼養戸数は前年に比べ減少するも、頭数は増加した。1戸あたりの飼養頭数は前年比で13.0％増加し、九州で1位、

　全国では3位の規模となっている。

③豚
　飼養戸数は前年に比べ減少するも、頭数は増加した。１戸あたりの飼養頭数が増加し、九州1位、全国8位の規模

　となっている。

④採卵鶏
　飼養戸数は前年に比べ減少したが、羽数はほぼ横ばい。1戸あたりの成鶏雌飼養羽数は前年比で4.5千羽（8.8％）

　増えている。

⑤ブロイラー
　飼養戸数は前年に比べ減少したが、羽数は増加した。1戸あたり飼養羽数は前年比で4.9千羽（11.4％）増えている。

（2）農業経営改善計画の営農類型別認定状況（平成 30 年 3 月末時点）
農業経営改善計画認定数

単一経営　畜産小計

酪農 肉用牛 養豚 養鶏 その他の畜産

全国 240,629 23,639 10,416 8,236 2,172 2,000 815

九州 47,021 6,576 1,035 4,025 662 793 61

大分 4,212 395 93 227 31 42 2

（注）「単一経営」とは、経営体毎の農産物販売金額１位の部門（作目）の販売金額が、農産物総販売金額の 80% 以上を占める経営をいう

（資料：農林水産省「農業経営改善計画の営農類型別認定状況」）

全国、九州、県内ともに、農業経営改善計画認定数は減少しており、県内は、H29年の4,286からH30年の4,212へと74
減少した。しかし、畜産単一経営においては、H30年が395で、H29年の359から36増えた。畜種別では、前年から酪農
（+10）、肉用牛（+30）、養鶏（+2）が増加し、養豚（-5）が減少した。
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Ⅱ 家畜別の動き

1. 肉用牛

（1）飼養戸数・頭数の推移

（2）用途別頭数の推移
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資料：農林水産省「畜産統計」
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43.1

H30年2月1日現在の飼養戸数は1,210戸で前年に比べ40戸（3.2％）減少した。
飼養頭数は48,900頭で、8年ぶりに増加に転じ、前年に比べ1,600頭増加した。
1戸あたりの飼養頭数は40.4頭と前年から増加している。

（注１）子取り用雌牛：子牛の生産を目的として飼養している雌牛（過去に種付けしたことのある牛及び近い将来種付けをすることが確定している牛。）
（注２）肥育牛：肉牛販売を目的に飼養している牛。したがって、ほ育・育成中の牛でも引き続き自家で肥育する予定のものは肥育牛とする。

子取り用雌牛は16,800頭で、前年に比べ600頭（3.7％）増加した。
肥育牛（肉用種）は、11,600頭と前年に比べ増減なし。
肥育牛（乳用種）は、11,000頭で前年に比べ300頭（2.8％）増加した。
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資料：農林水産省「畜産統計」

22,200

17,300

1,124

733

636

1,049

623

716

844

968

684

H25

790

873

618

H26

13,100

17,100

12,100

H27 H28 H29 H12 H17 H22 H25 H26 H27 H28 H29H30 H30

11,600 11,500 11,600

16,700 16,500 16,200

11,500
11,200 10,700

772
741

851
828

595

721

837 835

722

597

813

737

610
588580

（千頭）
大分県

子取り用雌牛 肥育牛（乳用種） 肥育牛（肉用種）

全国

（乳用種）

（乳用種）（乳用種）
（乳用種）（乳用種）（肉用種）

（肉用種）
（肉用種）

11,600

16,800

11,000
（乳用種）（乳用種）

（肉用種）

ー 4 ー



（3）規模別飼養戸数の推移

（4）規模別飼養頭数の推移
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資料：農林水産省「畜産統計」
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（49） （18） （19） （14）

653 244 249 186
（49） （18） （19） （14）

615 194 242 195
（49） （16） （19） （16）

28,200 9,610 8,260 7,970
（52） （18） （15） （15）

25,400 9,510 8,310 8,370
（49） （18） （16） （16）

23,500 9,970 7,880 8,520
（47） （20） （16） （17）

H30 H30
571 227 237 171
（47） （19） （20） （14）

22,020 9,480 8,070 8,450
（46） （20） （17） （18）

10頭未満 10～19頭 20～49頭 50頭以上

全国

H15

H17

H22

10,780 37,9308,460 8,130
（17） （58）（13）（12）

10,360 39,5507,680 7,850
（16） （60）（12） （12）

5,750 5,580 8,250 45,180
（9）（9） （13） （70）

10頭未満 10～19頭 20～49頭 50頭以上

資料：農林水産省「畜産統計」

大分県

H15

H17

H22

253 216 325

247 218 324

199 174 336

159 152 308

146 141 276

1,971
（9）（8）（12） （71）

1,920
（9）（8）（12） （71）

2,151
（7）（6）（12） （75）

2,000
（6）（6）（12） （76）

1,981
（6）（6）（11） （78）

H25 5,7504,5304,060 37,740
（11）（9）（8） （73） H25

128 139 270 1,929
（5）（6）（11） （78）

H26
6,0104,3704,060 36,120
（12）（9）（8） （71） H26

116 138 257 1,945
（5）（6）（10） （79）

H27

H28

H29

5,9404,4103,990 33,620
（12）（9）（8） （70）

5,8104,3803,910 33,440
（12）（9）（8） （70）

7,4002,9602,870 33,430
（16）（6）（6） （72）

H28

H29

H27

107 137 252 1,979
（4）（6） （10） （80）

H30
5,7603,3502,460 36,740
（12）（7）（5） （76） H30

98 135 255 2,002
（4）（5）（10） （80）

10頭未満 10～19頭 20～49頭 50頭以上

全国単位：頭（％） 単位：千頭（％）

（注）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない

（注）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない
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（5）子牛市場出荷頭数・平均価格の推移

（6）肉用子牛（黒毛和種）の流通

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

21,000

24,000

27,000

30,000

0

150

300

450

600

750

900

H12年度

6
,5
7
4

H17年度 H22年度 H24年度 H25年度

（千円/頭） （頭）

県内出荷頭数（雌） 価格（県・去勢）

資料：全農大分県本部
県内出荷頭数（去勢） 価格（県・雌）

価格（全国・去勢）

価格（全国・雌）

420

311

（14,487）

7
,8
7
0

6
,4
7
8

7
,8
0
7

5
,7
1
2

7
,2
6
0

5
,1
8
6

6
,7
0
1

4
,7
1
5

（14,349）

410

492

417（全国）

406（県）

358（全国）

327（県）

（11,906） （10,784）

6
,0
3
4

4
,4
4
4

5
,6
4
9

（10,127）

H27年度 H28年度H26年度

4
,1
4
0

5
,6
3
2

4
,0
6
8

5
,5
5
8

（9,817） （9,632）

453（全国）

605（全国）

595（県）

529（全国）

516（県）

624（県）

641（全国）

727（県）

728（全国）

872（県）
864（全国）

759（全国）

742（県）

H29年度

4
,0
6
3

5
,7
1
4

（9,797）

808（県）

816（全国）

713（全国）

693（県）

（13,029）

449（県）

369（県）

539（県）

538（全国）

463（全国）

457（県）
381（全国）

都道府県別販売頭数

資料：全農大分県本部

0

20

40

60

80

100

H23年度H22年度

県内

3,357頭

（27.1％）

県内

3,439頭

（26.4％）

九州

（61.6％）

関東甲信越 　　372頭

  東京35頭、栃木1頭、

  長野336頭

九州

（61.9％）

関西中四国
（7.2％）

H24年度

県内

3,622頭

（30.4％）

九州

（59.3％）

関西中四国
（4.6％）

H25年度

県内

3,684頭

（34.1％）

九州

（55.0％）

関西中四国
（4.8％）

H26年度 H27年度 H28年度

県内

3,140頭

（31.0％）

県内

3,523頭

（35.6％）

県内

3,218頭

（33.5％）

九州

（57.1％）

九州

（53.8％）

九州

（55.3％）

関西中四国
（6.2％）

関西中四国
（5.1％）

関西中四国
（3.6％）

H29年度

県内

3,694頭

（38.4％）

九州

（50.5％）

関西中四国
（3.9％）

関西中四国
（6.4％）

東海 　　316頭

  静岡64頭、三重252頭  

関西・中四国　 370頭

  兵庫83頭、山口6頭、

  愛媛162頭、香川73頭、

  高知36頭、徳島10頭  

   
九州 　　4,857頭

  福岡235頭、佐賀1,196頭、

  長崎181頭、熊本679頭、

  宮崎1,954頭、鹿児島612頭

（注１）グラフ内「去勢」頭数には「雄」頭数を含まず、（　　）内出荷合計頭数には「雄」頭数を含むため、合計頭数は一致しない
（注２）「大分の畜産 2011」以前は「入場頭数」を、「大分の畜産 2012」以降は「成立頭数」を「出荷頭数」として計上
（注３）再上場による頭数等は含まないため、（６）に示す出荷頭数とは必ずしも一致しない。

H29年度の県内出荷頭数は9,797頭で、前年に比べ165頭（1.7％）増加した。
平均価格は、去勢807,948円、雌692,963円で、それぞれ64千円、50千円と大幅に減少した。

（注）再上場による頭数等を含むため、（５）に示す出荷頭数とは必ずしも一致しない

H29年度の県内販売頭数は3,694頭で、総出荷頭数頭の38.4％となり頭数・割合ともに増加した。
地域別では九州が4,857頭（50.5％）と最も多く、県外販売頭数のうち82.1％を占めている。
県別では、宮崎県が1,954頭（20.3％）と最も多く、次いで佐賀県1,196頭（12.4％）、熊本県679頭（7.1％）であった。
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（7）肉用牛県内と畜頭数の推移

（8）県産肉用牛（黒毛和種肥育牛）の流通

（頭）

資料：全農大分県本部

黒毛和種肥育牛の出荷実績（系統出荷）

県外県内

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H24年度

2,249

H25年度

2,266

H23年度H22年度

2,3392,327

H26年度 H27年度 H28年度

2,405 2,508 2,168

1,199

3,526

3,804

3,430

3,248

3,699 3,710

2,715

1,465

1,181
982

1,294 1,202

547

H29年度

2,152

2,831

679

H29年の成牛と畜頭数は5,427頭で前年比6.4％減少した。
和牛はH26年以降減少傾向にあったが、H29年に増加に転じ2,574頭（0.4％増）となった。
乳用種（交雑牛を含む）は2,853頭（うち乳牛1,646頭）で、前年の3,232頭（うち乳牛1,927頭）に比べ、
379頭（11.7％）減少した。

H29年度の黒毛和種肥育牛の出荷頭数（系統出荷）は2,831頭で、前年比116頭(4.3％)増加している。うち県外出荷頭数は
679頭で前年比132頭(24.1％)増加している。

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

18,000

21,000

0

500

1,500

1,000

2,500

3,000

2,000

0

10

20

30

40

50

60

70

80

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H12

9,766

4,065

5,701

H17

10,022

6,103

H22

8,390
3,073

5,487

3,354
3,050

3,486
3,232

3,516

（頭）（頭）

成牛計（右軸） 和牛 乳用種（交雑牛を含む）

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

大分県 全国

130万頭

57.7万頭

72.0万頭

123万頭

46.3万頭

75.8万頭

122万頭

69.9万頭

120万頭

54.0万頭 53.0万頭

H24

6,589

2,790

118万頭 116万頭 111万頭
105万頭

65.1万頭

H25

6,144

2,813

H26 H27 H28 H12 H17 H22 H24 H25 H26 H27 H28

5,863
6,274

5,796

2,788
2,564

64.8万頭

50.7万頭

64.2万頭
61.9万頭

60.2万頭

48.3万頭
44.4万頭

2,853

104万頭

H29 H29

5,427

2,574

60.0万頭

44.0万頭

（千頭）（千頭）

成牛計（右軸） 和牛 乳用種（交雑牛を含む）

51.0万頭

2,903

3,919
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（9）おおいた豊後牛取扱認定店舖数推移
（店舗）

資料：大分県豊後牛流通促進対策協議会

小売店旅館業飲食業

0

50

100

150

200

300

250

H26年度

125

24

55

204

H27年度

127

27

66

220

H28年度 H29年度

120

31

84

128

35

93

235

256

H30年度

133

41

124

298

H23年度

69

18

35

122

H19年度

58

3

4
65

（注）H28 年度より常時取扱店のみを認定店として計上。併せて、過去の数字についても常時取扱店のみに修正した。

認定店制度はH19年度に始まり、H30年度には298店舗になった。業種別では小売店が最も多く、44.6％を占めている。
H29年度からH30年度にかけて最も伸び率が高いのは飲食業で31店舗(33.3％）増加した。
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2. 乳用牛

（1）飼養戸数・頭数の推移

（2）用途別頭数の推移

0
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4,000
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8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000
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28,000

30,000

0

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

20
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80

100

0

20

40

60

80

100

H12

47.7

350戸

16,700

H17

279戸

65.9

18,400

H22

206戸

73.8

15,200

（頭/戸）（頭）

飼養戸数 飼養頭数 1戸あたり頭数（右軸） 飼養戸数 飼養頭数 1戸あたり頭数（右軸）

資料：農林水産省「畜産統計」

大分県 全国

52.5

34千戸
1,764

28千戸

59.7

1,655

22千戸

67.8

1,484

H25

172戸

85.5

14,700

H26

156戸

90.4 90.2 88.5

14,100

H27 H28 H29 H12 H17 H22 H25 H26 H27 H28 H29

145戸 143戸 139戸

93.8

13.600
12.900 12.300

19千戸

73.4

1,423

19千戸

75.0

1,395

18千戸 17千戸 16千戸

77.5 79.1 80.7

1,371 1,345

（頭/戸）（千頭）

1,323

100.0

H30 H30

126戸

12.600

16千戸

84.6

1,328

H30年2月1日現在の飼養戸数は126戸で前年に比べ13戸減少した。
飼養頭数は12,600頭で、前年に比べ300頭（2.4％）増加した。
生産調整や高齢化による廃業等の影響によりH17年比では68.5％まで減少している。
1戸あたり飼養頭数はH27年以降、減少が続いていたが、H30年に増加に転じた。

( 注 ) 未経産牛：出生してから分娩するまでの牛で、生後３０ヶ月位までが主体。

大分県は全国に比べ未経産牛割合が低く、H22年には20％まで低下した。
その後上昇し、H30年には36％となり、全国平均に並んだ。
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8,000

10,000
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（頭）

経産牛 未経産牛 未経産牛割合 経産牛 未経産牛 未経産牛割合

資料：農林水産省「畜産統計」

1,150

615

1,055

600

521

（千頭）
大分県 全国

28%

4,650

12,100

30%

5,430

12,900

20%

3,020

12,200

35% 36% 35%

500

923

35%

501

893

36%

H25

33%

4,810

9,890

H26

33%

4,690

9,370

502 474 471

870 871 852

37% 35% 36%

H27

33%

H28 H29 H12 H17 H22 H25 H26 H27 H28 H29

34% 32%

4,540 4,400
3,950

9,100
8,530 8,370

481

847

36%

H30 H30

36%

4,560

8,040

964
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（3）成畜飼養頭数規模別飼養戸数の推移

（4）成畜飼養頭数規模別飼養頭数の推移

50頭未満 50～99頭 100頭以上

資料：農林水産省「畜産統計」

大分県

50頭未満 50～99頭 100頭以上

全国単位：戸（％） 単位：戸（％）

H15

H17

H22

1,510（5）

H25

H26

H27

H28

H29

H15

H17

H22

H25

H26

H27

H28

H29

H30 H30

21
（7）

239
（80）

45
（15）

205
（75）

45
（16）

25
（9）

117
（57）

45
（22）

42
（21）

20,780
（72）

6,700
（23）

18,870
（70）

6,400
（24）

13,870
（65）

5,450
（26）

1,960
（10）

1,860
（9）

85
（50）

45
（26）

40
（24）

11,930
（63）

4,890
（26）

1,900
（11）

79
（52）

40
（26）

34
（22）

11,080
（62）

4,930
（28）

1,880
（11）

70
（50）

38
（27）

33
（23）

84
（60）

81
（59）

39
（28）

39
（28）

18
（13）

17
（12）

10,530
（62）

4,540
（27）

2,010
（12）

9,800
（60）

9,330
（59）

4,480
（27）

4,460
（28）

1,920
（12）

68
（56）

36
（30）

17
（14）

8,870
（59）

4,260
（28）

1,940
（13）

1,590（6）

50頭未満 50～99頭 100頭以上

資料：農林水産省「畜産統計」

大分県

50頭未満 50～99頭 100頭以上

全国単位：頭（％） 単位：頭（％）

H15

H17

H22

8,320
（47）

4,190
（24）

5,050
（29）

7,220
（39）

4,310
（24）

6,760
（37）

3,360
（22）

3,310
（22）

8,460
（56）

719,300
（43）

629,900
（38）

324,400
（19）

632,100
（39）

628,300
（39）

362,600
（22）

466,800
（32）

514,500
（35）

468,500
（32）

H25
2,670
（18）

3,630
（25）

8,360
（57）

440,800
（32）

476,600
（34）

467,000
（34）

H26
2,650
（20）

3,310
（25）

7,530
（56）

404,100
（30）

487,600
（36）

460,000
（34）

H27
2,280
（17）

3,330
（25）

7,470
（57）

H28

H29

H15

H17

H22

H25

H26

H27

H28

H29

385,100
（29）

434,200
（33）

505,900
（38）

2,600
（20）

3,640
（28）

6,650
（52）

2,520
（20）

3,480
（28）

6,280
（51）

349,600
（27）

416,100
（32）

532,400
（41）

338,400
（27）

408,300
（32）

525,600
（41）

H30 H30
2,000
（16）

3,430
（28）

6,930
（56）

272,420
（21）

412,000
（32）

549,000
（43）

（注）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない

（注）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない
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資料：畜産技術室調べ

大分県酪農業協同組合

（九州生乳販売農業協同組合連合会）

受託生乳数量 68,132t （注3）

下郷農業

協同組合

1,512t

生乳の県外からの移入量

県外への移出量

22,412t
112t 1,112t 50,764t 1,396t

㈱くじゅう高原
ガンジー牧場

㈲古山乳業 九州乳業㈱ 下郷農協

56t

㈲
九重牧場

学校給食向

3,854t
飲用牛乳

38,248t

（44,556t）

（20,208t）

（56t） （996t） （116t）

受託加工製品

4.7t

県内乳業工場処理

53,439t

対象人数

99,358人
供給数

403校
供給本数

18,500,546本

6,208t

（112t）

ヨーグルト等

10,201t
チーズ

8.7t
クリーム

0t
特定乳製品（注4）

1,112t

（5）生乳生産量・処理量の推移

（6）生乳の流通（29 年度）
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H12

96,82096,820

64,88164,881

H17

108,170108,170

58,96558,965

H22

90,44890,448

51,15251,152

（ｔ）

生産量

処理量

県内への移入量

県外への移出量

大分県の生産量及び処理量の推移 県内外への移出入量

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

28,90528,905

60,84460,844

4,2524,252

53,45753,457

614614

39,91039,910

H24

86,09886,098

51,44351,443

7575

34,73034,730

H25

82,12082,120

47,10947,109

H26 H27 H28 H12 H17 H22 H24 H25 H26 H27 H28

78,00478,004

49,58249,582

77,02677,026

50,58250,582

74,16874,168

52,88852,888

H29

70,09870,098

53,77753,777

6060

35,07135,071

977977 1,7881,788

29,39929,399 28,23228,232

3,7763,776

25,05625,056

H29

6,3576,357

22,67822,678

（ｔ）

7,000

7,400

7,800

8,200

8,600

9,000

H12

7,969

7,473

H17

8,289

7,887

H22 H24

8,141

7,899

H25

8,265
8,178

8,528

8,363

H26 H27 H28

8,320

8,478
8,582

8,447

8,738 8,777

H29

8,564

8,543

（㎏/頭）

経産牛１頭当たり乳量
（生産量÷経産牛平均頭数）

大分県

全国

（注１）生乳生産量：初乳を除く生乳（搾乳したままの乳用牛の乳）の総量であり、乳製品工場、牛乳処理場に出荷したもののほか、生産者の自家飲用、子
　　　 牛ほ乳用等を含めたもの。

（注２）生乳処理量：生乳を県内で乳製品向け、飲用牛乳向け、その他向け（自家飲料、子牛のほ乳用）に処理したものの量。　
（注３）受託生乳数量：酪農家が大分県酪に委託して、九州生乳販売農業協同組合連合会に出荷した量。
（注４）特定乳製品：全粉乳、脱脂粉乳、加糖粉乳、全脂加糖練乳、脱脂加糖練乳、全脂無糖練乳、バター及び子牛用の脱脂乳をいう。
（注５）当該データは H29 年度数値であり、農林水産省「牛乳乳製品統計」は H29 年数値であるため、両者は必ずしも一致しない。

①生産量及び処理量
H18年の生産調整開始後、生産量は減少しており、
H29年は前年比4,070t（5.5％）の減少となっている。

②県内外への移出入量
大分県は移入量に比べ移出量の多い移出県であり、減
少傾向であった移出量もH23年以降、増加に転じてい
たが、H26年から再び減少している。

③経産牛１頭あたり乳量
大分県はH24年以降、全国平均を上回っていたが、
H29年は全国平均をわずかに下回った。

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」より
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3. 豚

（1）飼養戸数・頭数の推移

（2）用途別頭数の推移

0

50,000

150,000

200,000

300,000

100,000

250,000

（頭/戸）（頭）

飼養戸数 飼養頭数 1戸あたり頭数（右軸） 飼養戸数 飼養頭数 1戸あたり頭数（右軸）

資料：農林水産省「畜産統計」

大分県 全国

0

5,000

20,000

10,000

15,000

（頭/戸）（千頭）

0

500

1,000

1,500

2,000

3,000

2,500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

130戸130戸
102戸102戸

134,500

83戸83戸

146,700

72戸72戸

154,900

69戸69戸

153,600

60戸60戸
50戸50戸 50戸50戸

145,300

136,300 134,700

H12

838

12千戸12千戸

9,806

H16

9千戸9千戸

1,095

9,724

H21

7千戸7千戸

1,437

6千戸6千戸

9,899

H24

6千戸6千戸

1,667

9,735

H25

1,739

9,685

H26 H28 H29H12 H16 H21 H24 H25 H26 H28 H29

5千戸5千戸5千戸5千戸 5千戸5千戸

1,810
1,928 2,001

9,537
134,000

1,031

1,319

1,767

2,151
2,226

2,422

2,726 2,694

47戸47戸

137,600

H30

2,928

9,3139,313 9,3469,346

H30

5千戸5千戸

2,056

9,1899,189

（注）H17 年、H22 年及び H27 年はセンサス実施年のため未公表

H30年の飼養戸数は47戸で前年比3戸減少したが、飼養頭数は137,600頭と前年比で2,900頭（2.2％）増加した。
そのため、1戸あたり頭数では2,928頭/戸と前年比234頭/戸（8.7％）増加し、全国平均値2,056頭/戸に比べ高い水準を
保っている。

（注１）H17 年、H22 年及び H27 年はセンサス実施年のため未公表
（注２）子取り用めす豚とは生後６ヶ月以上で子豚を生産することを目的としているめす豚のこと。

H30年の子取り用めす豚は11,400頭で前年比増減なしだったが、1戸あたりの飼養頭数は326頭で2.8％増加した。
肥育豚は122,100頭で前年比3,900頭（3.3％）増加した。
肥育豚頭数を子取り用めす豚頭数で除した値は全国平均を上回っている。

（頭） （頭）

肥育 子取り用雌 肥育÷子取り雌 肥育 子取り用雌 肥育÷子取り雌

資料：農林水産省「畜産統計」

大分県 全国
（千頭） （千頭）

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

100,000

105,000

110,000

115,000

120,000

125,000

130,000

135,000

140,000

800

850

900

950

1,000

1,050

1,100

1,150

1,200

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

H12 H16 H21 H24

9.7頭

12,200

118,900

8.8頭 9.7頭

13,200

10.1頭 10.0頭 10.4頭

13,300

134,200

H25

10.1頭

13,200

8.8頭

929

8.8頭

918

8.8頭

937

9.1頭

900 900

9.0頭

885

H26 H28 H29 H12 H16 H21 H24 H25 H26 H28 H29

9.7頭

11,900

11,400

11,400

9.1頭 9.2頭 9.3頭10.7頭

H30 H30

9.3頭

845

116,700

13,200 13,000

128,200

132,900

125,600

119,000
118,200

122,100

839
824

8,209

8,052

8,220

8,145

8,106

7,743

7,797

7,677

8,020
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（3）肥育豚飼養頭数規模別飼養戸数の推移

（4）肥育豚頭数規模別飼養頭数の推移

500頭未満 500～999頭 1,000～1,999頭 2,000頭以上

資料：農林水産省「畜産統計」

大分県

500頭未満 500～999頭 1,000～1,999頭 2,000頭以上

全国単位：戸（％） 単位：戸（％）

H15

H16

H21

H24

48 30 12 14
（44） （27） （11） （13）

37 26 19 13
（39） （27） （20） （14）

28 19 15 18
（35） （24） （19） （23）

24 1115 19
（35） （16）（22） （28）

H15

H16

H21

H24

3,990 1,740 1,170 890
（51） （22） （15） （11）

3,761 1,640 1,120 897
（51） （22） （15） （12）

2,718 1,230 1,050 1,000
（45） （21） （18） （17）

2,118 1,050 1,020 987
（41） （20） （20） （19）

H25
23 1212 19

（35） （18）（18） （29）
H25 1,998 1,090 896 1,030

（40） （22） （18） （21）

H26

H28

16 1011 20
（28） （18）（19） （35）

13 126 17
（27） （25）（13） （35）

10 139 17
（20） （27）（18） （35）

H26

H28

H29 H29

1,781 1,040 915 1,020
（37） （22） （19） （21）

1,660 909 866 961
（38） （21） （20） （22）

1,577 897 801 990
（37） （21） （19） （23）

8 810 20
（17） （17）（22） （43）

H30 H30 1,465 798 789 1,030
（36） （20） （19） （25）

500頭未満 500～999頭 1,000～1,999頭 2,000頭以上

資料：農林水産省「畜産統計」

大分県

500頭未満 500～999頭 1,000～1,999頭 2,000頭以上

全国単位：千頭（％） 単位：千頭（％）

H15

H16

H21

H24

25 18 70
（20）

12
（10） （14） （56）

20 28 72
（16）

9
（7） （22） （56）

（67）
16 24 97

（11）
8

（5） （16）

1813 112
（12）（9）

6
（4） （75）

H15

H16

H21

H24

976

（10）

H25
199 112

（13）（6）
6

（4） （76） H25

H26

H28

H29

199 113
（13）（6） （78）

185 106
（14）（4） （80）

3（2）3（2）

3（2）3（2）

207 106
（15）（5） （79）

2（1）2（1）

471（5）

H26

H28

H29

1,440 1,758 5,054
（16） （19） （55）

1,363 1,722 5,152
（15） （19） （56）

990 1,614 6,219
（10）

693
（7） （17） （65）

876 1,580 6,394
（9）

548
（6） （17） （68）

1,424883 6,583
（15）（9） （70）

1,452824 6,528
（16）（9） （71）

1,497791 6,309
（17）（9） （70）

427（5）

419（5）

1,382749 6,479
（15）（8） （72）

402（4）

H30 128 116
（8）（6） （84）

2（1）2（1）

H30
1,290626 6,606
（15）（7） （74）

350（4）

（11）

960

（注１）H17 年、H22 年及び H27 年はセンサス実施年のため未公表
（注２）肥育豚：肉豚として販売することを目的としている豚をいい、もと豚として販売するものは含めない。
（注３）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない

（注１）H17 年、H22 年及び H27 年はセンサス実施年のため未公表
（注２）肥育豚：肉豚として販売することを目的としている豚をいい、もと豚として販売するものは含めない。
（注３）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない

ー 13 ー



（5）肉豚のと畜及び枝肉の生産状況

（注）H17 年、H22 年及び H27 年はセンサス実施年のため未公表。

H29年の県内と畜頭数は106,422頭で、前年に比べ2,623頭（2.4％）減少した。
一方で、H30年の県内肥育頭数は122,100頭と前年に比べ3,900頭（3.3％）増加している。

16,000

16,200

16,400

16,600

16,800

17,000

17,200

17,400

1200

1,220

1,240

1,260

1,280

1,300

1,320

（頭） （ｔ）

と畜頭数（左軸） 枝肉生産量（右軸） と畜頭数（左軸） 枝肉生産量（右軸）

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

大分県 全国
（千頭） （千ｔ）

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

H12 H17 H22

131,586131,586

9,9969,996

10,44610,446

101,832101,832

7,8267,826

H24

7,4597,459

136,509136,509

96,50796,507

1,271 16,807

16,71716,717
1,2451,245

16,243
16,203

16,104

16,392

1,264

1,254

1,279

16,776

1,297

H25

7,5167,516

97,23897,238

H26 H27 H28 H12 H17 H22 H24 H25 H26 H27 H28

8,2268,226
8,5048,504

8,1908,190

105,502105,502

105,160105,160

109,045109,045

16,337

1,272

H29 H29

8,2868,286

106,422106,422

16,940

1,309

1,292
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4. 採卵鶏

（1）飼養戸数・羽数の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

（羽/戸）（千羽）

飼養戸数 飼養羽数

1戸あたり成鶏雌飼養羽数（右軸）

飼養戸数 飼養羽数

1戸あたり成鶏雌飼養羽数（右軸）

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

大分県 全国

0
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250

300

350

400

（羽/戸）（百万羽）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H12

22,243

H16

58戸

26,914

1,985

H21

44戸

30,955

1,733

H24

41戸

32,878

1,567

H25

40戸

34,405

32,750

1,521

H26 H28 H29 H12 H16 H21 H24 H25 H26 H28 H29

37戸
29戸 25戸

43,724

44,200

1,498 1,461
1,285

28,704

4,890戸4,890戸

178

4,090戸4,090戸

33,549

175

3,110戸3,110戸

44,987

178

2,810戸2,810戸 2,650戸2,650戸

48,212

175

50,221

172

2,560戸 2,560戸 2,440戸2,440戸 2,350戸 2,350戸 

52,151

55,151

57,915

172 173 176

H30 H30

23戸

47,826

1,286

2,200戸 2,200戸 

63,198

1821,878

70戸70戸

（注１）H17 年、H22 年及び H27 年はセンサス実施年のため未公表。
（注２）飼養戸数・羽数は種鶏のみの飼養戸数、種鶏の飼養羽数を除き、 成鶏めす羽数は 1,000 羽未満の飼養戸数・羽数を除く。

H30年の飼養戸数は23戸と前年に比べ2戸（8.0％）減少し、飼養羽数は1,286千羽で同1千羽（0.1％）増加している。
１戸あたり成鶏めす飼養羽数は、前年に比べ3,626羽（8.2％）増加し47,826羽となったが、全国平均の63,198羽を下回っている。

（2）成鶏めす羽数規模別飼養戸数の推移

50千羽未満 50～99千羽 100千羽以上 50千羽未満 50～99千羽 100千羽以上

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

大分県 全国単位：戸（％） 単位：戸（％）

H15

H16

H21

H24

48 7 5
（80） （12）（8）

42 6 6
（78） （11）（11）

29 9 3
（71） （22） （7）

31 6 4
（76） （15） （10）

3,260 330 360
（83） （8）（9）

3,056 333 348
（82） （9）（9）

2,199 277 350
（78） （10）（12）

1,958 274 327

（76） （11） （13）

H25
30 5 4

（77） （13） （10）
1,846 255 328
（76） （10） （13）

H28

H29

H26

H15

H16

H21

H24

H25

H28

H29

H26
25 7 3

（71） （20） （9）

20 4 5
（69）

17
（68）

（14） （17）

4 4
（16） （16）

1,737 260 324

（75） （11） （14）

1,625 233 347
（74） （11） （16）

1,544 229 340
（73） （11） （16）

H30 H3015
（65）

3 5
（13） （22）

1,436 226 332
（72） （11） （17）

（注１）H17 年、H22 年及び H27 年はセンサス実施年のため未公表。
（注２）戸数には 1,000 羽未満の飼養戸数は含まない。
（注３）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない
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（3）成鶏めす羽数規模別成鶏めす飼養羽数の推移

50千羽未満 50～99千羽 100千羽以上 50千羽未満 50～99千羽 100千羽以上

資料：農林水産省「畜産物流通統計」

大分県 全国
単位：千羽（％） 単位：千羽（％）

H15

H16

H21

504 552 553

（31） （34） （34）

470 436 651

（30） （28） （42）

408 613 341

（30） （45） （25）

H15

H16

H21

41,329 73,08422,190

（30） （54）（16）

39,226 74,35922,953
（29） （54）（17）

91,00119,51629,071
（65）（14）（21）

H25
432 337 541

（33） （26） （41）

H26
346 497 430

（27） （39） （34）

H24
90,31419,62425,344
（67）（15）（19）

H25
91,55618,03723,439
（69）（14）（18）

H28

H29

H26
93,47618,39021,587
（70）（14）（16）

99,39516,04519,079
（74）（12）（14）

101,04816,07518,856

（74）（12）（14）

H30
104,51515,83218,634

（75）（11）（13）

（注１）H17 年、H22 年及び H27 年はセンサス実施年のため未公表。
（注２）戸数には 1,000 羽未満の飼養戸数は含まない。
（注３）学校・県機関等の非営利的な飼養者は含まない。
（注４）H24 年、H28 年、H29 年、H30 年の大分県数値は、一部に非公表数値があったためグラフから除外。
　　 　当該非公表は少数調査農家の秘密保護を目的として行われるもの。
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5. ブロイラー

（1）飼養戸数・羽数の推移
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4,000

（千羽/戸）（千羽）

飼養戸数 飼養羽数 1戸あたり羽数（右軸） 飼養戸数 飼養羽数 1戸あたり羽数（右軸）

資料：農林水産省「食鳥流通統計」

大分県 全国
（千羽/戸）（百万羽）
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3082戸3082戸

108

2652戸2652戸

102102

2392戸2392戸

107

132

39

45

58戸58戸

2,510

H25

43 43 43

58戸58戸
54戸54戸

2,423
2,331

53戸53戸

2,290

H26 H28 H29 H12 H17 H21 H25 H26 H28 H29

42

2420戸2420戸

54

2360戸2360戸2380戸2380戸 2310戸2310戸

134136

57 57 58

135135

48

52戸52戸

2,502

H30 H30

2260戸2260戸

61

139139

（注１）この統計は、2 月 1 日現在のブロイラー飼養戸数及び飼養頭数を調査したもので、一時的に鶏舎消毒のためオールアウトしていた等により、ブロイ
ラーを飼養していない飼養者は除外したものである。

（注２）H22 年から H24 年まで調査は行われなかったが、H25 年から再開されている。
（注３）H27 年はセンサス実施年のため未公表。

H30年の飼養戸数は52戸と前年に比べ１戸（1.9％）減少、飼養羽数は2,502千羽と212千羽（9.3％）増加したため、1戸
あたり飼養羽数は48千羽と前年に比べ5千羽(11.6％)増加している。

（2）出荷羽数規模別出荷戸数の推移

5万羽未満 5～19万羽 20万羽以上 5万羽未満 5～19万羽 20万羽以上

資料：農林水産省「食鳥流通統計」

大分県 全国単位：戸（％） 単位：戸（％）

H16

H19

H20

H25

H26

H28

H29

H16

H19

H20

H25

H26

H28

H29

16 40 12

（24） （59） （18）

14 38 16

（21） （56） （24）

10 40 14

（16） （63） （22）

9 36 14

（15） （61） （24）

12 31 15

（21） （53） （26）

11 27 16

（20） （50） （30）

6 28 19

（11） （53） （36）

777 7971,666
（24） （25）（51）

8851,489617
（30）（50）（21）

9191,450556
（31）（50）（19）

9241,196316
（38）（49）（13）

9551,121331
（40）（47）（14）

1,0011,080276
（42）（46）（12）

1,0231,021270
（44）（44）（12）

H30 1,041986240
（46）（44）（11）

（注１）H21 年から H24 年は調査が行われなかったが、H25 年から再開されている。
（注２）H27 年はセンサス実施年のため未公表。
（注３）H30 年の大分県数値は、一部に非公表数値があったためグラフから除外。
　 　　当該非公表は少数調査農家の秘密保護を目的として行われるもの。
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（3）出荷羽数規模別出荷羽数の推移

（注１）H21年からH24年までは調査は行われなかったが、H25年から再開されている。
（注２）H27年はセンサス実施年のため未公表。
（注３）H30年の大分県数値は、一部に非公表数値があったためグラフから除外。
　　　　当該非公表は少数調査農家の秘密保護を目的として行われるもの。

5万羽未満 5～19万羽 20万羽以上 5万羽未満 5～19万羽 20万羽以上

資料：農林水産省「食鳥流通統計」

大分県 全国単位：千羽（％） 単位：千羽（％）

H16

H19

H20

521（6）

4,416 3,860

（50） （44）

345（3）

4,068 5,597
（41） （56）

242（2）

4,582 5,569
（44） （54）

198,214 371,588
（34） （63）

423,663

435,751
(69)

184,011
（68）（30）

179,035
（28）

489,915151,683
（75）（23）

497,022146,173
（76）（22）

H25

251（2）

4,690 6,605
（41） （57）

H26

H28

H29

H16

H19

H20

H25

H26

H28

H29

292（3）

3,884 6,805
（35） （62）

3,268 6,927
（31）

2,673
（27）

（66）

7,125
（71）

196（2）

319（3）

20,155（3）

15,160（2）

14,980（2）

8,167（1）

9,234（1）

520,282138,657
（78）（21）

8,483（1）

535,884134,233
（79）（20）

7,580（1）

H30 554,965127,792
（81）（19）

6,506（1）
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6. 地鶏

（1）豊のしゃも

（2）おおいた冠地どり

0

20

40

60

80

100

120

140

160

H11 16 17 18 19 20 21 22 23

18

48

72

57 58

4646

57

39

146

357

440
430 436

420

354

287

260

24

47

297

25

35

297

2826 27

34

45
40

301
313

293

29年度

34

279

（戸）

飼養戸数 飼養羽数
資料：大分県農林水産研究指導センター畜産研究部、民間種鶏場調べ

豊のしゃも飼養戸数及び雛導入実績

0

100

200

300

400

50

150

250

350

450

（百羽）

0

5

10

15

20

25

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H19 20 21 22 23

1
2

3 3
4

402

20

313

476
505

787

989

1,089 1,078

1,148

24 25 282726

666
7 7

1,222

29年度

7

（戸） （百羽）

飼養戸数 飼養羽数
資料：大分県農林水産研究指導センター畜産研究部調べ

おおいた冠地どり飼養戸数及び雛導入実績

①豊のしゃも
飼養戸数は34戸であり、前年に比べ6戸（15.0％）減少し、飼養羽数も1,400羽の減少となっている。
H17年のピークに比べ、飼養戸数で47.2％、飼養羽数で63.4％まで減少している。

②おおいた冠地どり
H29年度の飼養羽数は122,200羽であり、前年に比べ7,400羽（6.4％）増加している。
飼養戸数は横ばいとなっている。
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②おおいた冠地どり取扱店（H30.10現在）

　・県内卸小売　　８７店（   ８０店：109％）

　・県内料理店　３９８店（３７２店：107％）

　・県外卸小売　　５８店（   ５３店：109％）

　・県外料理店　１４４店（１０６店：136％）

　・　　　計　　６８７店（６１１店：112％）
※（　）内はH28年10月時点の店舗数及びH28年10月からH30年
    10月にかけての伸び率（％）
※取扱店の調査は隔年で実施するため、H29年度は調査していない。

①豊のしゃも取扱店（H30.10現在）

　・県内卸小売　１４店（１５店：  93％）

　・県内料理店　４０店（４１店：  98％）

　・県外卸小売　　９店（　９店：100％）

　・県外料理店　３２店（２９店：110％）

　・　　　計　 　９５店（９４店：101％）
※（　　）内はH28年10月時点の店舗数及びH28年10月からH30年
    10月にかけての伸び率（％）
※取扱店の調査は隔年で実施するため、H29年度は調査していない。

③地鶏取扱店
豊のしゃも取扱店はH28年に比べ横ばいであるが、おおいた冠地どり取扱店の伸びが大きく県内外合計で680店舗を超
えている。

（3）地鶏取扱店
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7. 生産費と所得の推移

（1）子牛の生産費（子牛１頭あたり）と所得（繁殖雌牛１頭あたり）の推移

00

（千円）

飼料費

その他費用

家族労働費 繁殖雌牛償却費

所得

資料：農林水産省「経営統計　畜産物経営統計」

九　州 全　国
（千円）

飼料費

その他費用

家族労働費 繁殖雌牛償却費

所得

600

500

400

300

200

100

600

500

400

300

200

100

H15

87

48

201

137

120

H17

501,812円

99

32

209

161

186

H22

557,990円

114

73

185

186

32

H24 H25 H26 H27

547,634円

111

58

168

128

211

569,469円 578,569円

117

54

179

177

294

219

232

184

34

128

H28

593,351円

414

231

185

40

138

H15

431,850円

80

46

193

112

H17

442,246円

87

44

189

122

221

H22

523,132円

107

64

176

176

50

H24

530,129円

107

65

168

190

61

122 183

305

420

547,152円

110

61

168

208

H26H25 H27 H28

552,103円 549,652円
561,180円

575,952円

115

58

166

214
215

169

43

122

220

178

36

127

H29

229

180

38

129
473,297円473,297円

534,282円

107

65

166

197

54

154

（2）肥育牛生産費と所得の推移（去勢肥育牛１頭当たり）

00

（千円）

飼料費

その他費用

家族労働費 もと畜費

所得

資料：農林水産省「経営統計　畜産物経営統計」

九　州 全　国
（千円）

飼料費

その他費用

家族労働費 もと畜費

所得

1,100

1,000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

1,100

1,000

900

800

700

600

500

400

300

200

100

H15

751,749円751,749円

59

422

68

202

21

H17 H24

853,111円853,111円

69

438

60

286

14

H25 H26 H27

903,090円903,090円
952,577円952,577円

1,044,657円1,044,657円

72
71

496

68

318

322

71

574

78

448

68

314

6363
88

169

H28

1,113,073円1,113,073円

301

77

649

86

238

H22 H15 H17 H24 H25 H26 H27 H28H22

818,121円818,121円

69

421

62

267

17

769,701円769,701円

59

434

79

198

17

800,687円800,687円

65

438

77

222

148

856,542円856,542円

78

434

69

275

42

897,708円897,708円

76

455

67

299

4
45

100

217

249

924,955円924,955円

77

457

66

325

978,345円978,345円

1,058,962円1,058,962円

1,133,897円1,133,897円

78

80

507 585

65 70

328

324

86

670

73

305

H29

1,241,397円1,241,397円

85

781

69

306

782,982円782,982円

63

439

62

219

142

（注）「大分の畜産2018」作成時点において、H29年数値は全国数値の一部のみ公表されている。

（注）「大分の畜産2018」作成時点において、H29年数値は全国数値の一部のみ公表されている。
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（3）生乳生産費と所得の推移（搾乳牛通年換算１頭当たり）

0

（千円）

飼料費

その他費用

家族労働費 乳牛償却費

所得

資料：農林水産省「経営統計　畜産物経営統計」

九　州 全　国

0

（千円）

飼料費

その他費用

家族労働費 乳牛償却費

所得

900

800

700

600

500

400

300

200

100

900

800

700

600

500

400

300

200

100

H15

676,451円676,451円

133

84

179

281

251

H17

687,579円687,579円

136

77

178

297

265

H24

829,438円829,438円

181

105

158

385

197

H25 H26 H27

827,527円827,527円

176

116

147

389

172

852,950円852,950円

175

111

144

424

197

843,799円843,799円

181

112

142

409

236

H28

853,508円853,508円

204

102

146

401

284

H22

806,939円806,939円

192

103

158

354

215

H15

659,987円659,987円

123

84

175

277

228

H17

681,772円681,772円

135

84

168

294

216

H22

746,307円746,307円

162

108

147

330

176

H24

770,727円770,727円

162

110

145

354

183 179

256

295 309

H26 H27 H28

814,894円814,894円

172

104

144

395

813,487円813,487円

175

106

143

390

844,184円844,184円

188

123

146

387

H29

877,272円877,272円

198

144

143

392

H25

796,589円796,589円

166

108

143

380

（4）肥育豚生産費と所得の推移（肥育豚１頭当たり）

0

（千円）

飼料費

その他費用

家族労働費

所得

資料：農林水産省「経営統計　畜産物経営統計」

九　州 全　国

0

（千円）

飼料費

その他費用

家族労働費

所得

40

30

20

10

40

30

20

10

H15

28,086円

7

5

16

9

H17

29,241円

7

4

18

7

H24

32,196円

7

4

21

4

H25 H26 H27

33,489円

8

3

23

5

35,911円

9

4

24

9

36,019円

9

4

24

7

H28

35,135円

10

3

22

7

H22

31,866円

7

4

20

5

H15

28,685円

7

4

18

6

H17

29,837円

7

4

19

5

H24

32,179円

8

3

21

1

H25

33,983円

8

3

23

3

9 8
9

H26 H27 H28

34,774円

8

3

23

33,895円

8

3

22

32,231円

9

3

20

H29

32,884円

9

3

21

H22

30,113円

8

3

19

5

（注）「大分の畜産2018」作成時点において、H29年数値は全国数値の一部のみ公表されている。

（注）「大分の畜産2018」作成時点において、H29年数値は全国数値の一部のみ公表されている。
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Ⅲ 飼料

1. 飼料作物作付状況

①飼料作物作付面積
　H29年の作付け面積は10,800haで、前年に比べ200ha（1.8％）減少した。

②飼料用米の作付状況
　H24、25年は減少したものの、水田活用の直接支払交付金などによりH26年から拡大に転じていたが、H30年は　　　

　1,428haと、前年に比べ84ha（5.6％）減少している。

③稲発酵粗飼料（WCS）作付状況
H30年の作付面積は2,451haで、前年に比べ4ha（0.2％）増加している。

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

（ha）

牧草 青刈りとうもろこし ソルゴー その他青刈り作物 その他飼料作物計 飼料用米 WCS用稲

資料：農林水産省「面積調査」

飼料作物作付面積の推移

H13

6,010

1,390

1,050

91

71

8,620

H24

5,190

887

1,070

1,560

949

9,660

H23 H25

5,170

867

1,010

1,500

824

9,370

H26

5,090

831

941

1,782

1,096

9,740

H27 H28

5,150 5,310

826 791

912 899

2,355
2,562

1,350

1,480

10,600

11,000

H29

5,110

746

855

1,521

2,455

10,800

5,260

945

1,140

1,430

1,030

9,800

H18

5,270

1,080

1,120

237

74

7,770

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

（ha）

資料：畜産技術室調べ

飼料用米の作付状況 稲発酵粗飼料（ＷＣＳ）の作付状況
（ha）

H20

54

H21

212

H22

580

H23

947

H20

285

H21

388

H22

756

H24

867

H24

1,507

H25

743

H26

1,060

H27 H28 H29

1,359

1,4801,512

H25

1,451

H26

1,705

H27 H28 H29

2,224

2,424 2,447

H30

1,428

H30

2,451

H23

1,370

（注）H28 までの調査項目「その他青刈り作物」「その他飼料作物計」は、H29 から「飼料用米」「WCS 用稲」に変更となっている。
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2. 配合混合飼料

0

50

100

150

200

250

300

350

400

（千ｔ）

資料：農林水産省「飼料月報」

畜種別配合混合飼料の県内生産量及び消費量の推移

養鶏 養豚 乳牛 肉用牛 混合飼料 生産量

H12

105

55

24

43

6

233

110

H17

91

83

28

47

6

255

87

H22

113

97

25

55

4

91 91

294

H23

106

100

24

49

4

90

282

H24

98

105

24

41

4

90

272

H25 H26

89

104

26

40

1

93

260

H27 H28

78

99

26

43

1

98 98

247

80

103

27

49

1

260

77

112

29

52

1

271

H29年度

91

74

103

28

55

1
260

（注）混合飼料：行政や流通の上から、ある特定成分の補給又は輸入関税の免税措置を受けられることを目的に製造される配合飼料の一種。
　　 配合飼料：２種類以上の飼料原料を一定の割合で混合した物。我が国では一般に家畜・家きんの種類や飼料目的に応じて、必要な養分を十分含むよう
　　　　　　　 に市販されているものが多い。
　　 四捨五入の関係で内訳の計は必ずしも総数に一致しない。

県内の全畜種における配合混合飼料の総消費量はH22年以降減少傾向であり、H29年は260千t（前年比95.9%）だった。
また、配合混合飼料の県内生産量はH26年以降増加していたものの、H29年は91千t（前年比92.9%）となった。
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2024年
目標
300ｶ所

H30
279ｶ所

国東市

（14）

姫島村

宇佐市

（19）中津市

（12）

日田市

（8）
玖珠町

（19）

九重町

（12）

由布市

（26）

別府市

大分市

（10）

臼杵市

（3）

津久見市

佐伯市

（8）竹田市

（89）

豊後大野市

（37）

杵築市

（8）

日出町

（1）

豊後高田市

（13）

資料：畜産技術室調べ

50箇所

10箇所

5箇所

1箇所

3. 放牧取組状況

（1）大分県における「おおいた型放牧」分布図

（2）おおいた型放牧面積の地目別内訳

野草地

1,463ha

（38.2%）

林地

879ha

（23.0%）

水田

84ha

（2.2%）

草地、畑地

1,401ha

（36.6%）

〈平成30年度末〉
放牧面積3,827ha
（うち耕作放棄地128ha）

箇所数 272箇所

シバ型草地における親子周年放牧

東部振興局管内 23(21)箇所 87(61)ha

中部振興局管内 39(38)箇所 877(877)ha

南部振興局管内 8(8)箇所 7(7)ha

豊肥振興局管内 126(125)箇所 1,438(1,417)ha

西部振興局管内 39(37)箇所 1,203(1,199)ha

北部振興局管内 44(43)箇所 218(206)ha

県合計 279(272)箇所 3,827(3,768)ha

H30数値　※（　）はH29年数値

おおいた型放牧は耕作放棄地の解消や、繁殖雌牛の飼養管理の
省力化を目的として、近年、導入地区が大きく増えている。
特に耕作放棄地解消を目的に取り組む例が多く、地目別面積
の内訳では野草地 1,463ha（38.2％）と草地、畑地 1,401ha

（36.6％）で全体面積の約 75％を占めている。

H28
262ｶ所

H29
272ｶ所

H27
255ｶ所

H26
246ｶ所

H25
235ｶ所
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防疫演習 防疫演習

Ⅳ 家畜衛生・畜産環境

1. 監視伝染病の発生状況
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（単位：頭・羽）

出展：農林水産省「監視伝染病の発生状況」より
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肉用牛 豚 ブロイラー

乳用牛 採卵鶏 その他

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

（件）

畜産振興課調べ（注）各年度の調査期間は当該年度の7月から翌年の6月まで。
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2. 環境汚染問題畜種別発生件数

（1）畜種別苦情発生件数

（2）種類別苦情発生件数
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（資料 1）

畜産関係団体等一覧

名称 代表者 郵便番号 住　　所 電話番号 FAX 番号

（公社）大分県畜産協会
会　長

近藤　和義
870-0844

大分市古国府 1220

（JA全農大分県本部内）
097-545-6591 554-4049

大分県家畜人工授精師協会
会　長

沓掛　義範
870-8501

大分市大手町 3-1-1

（県庁畜産振興課内）
097-506-3678 506-1762

大分県草地飼料協会
会　長

首藤　勝次
870-8501

大分市大手町 3-1-1

（県庁畜産技術室内）
097-506-3684 506-1762

（一社）大分県配合飼料価格

安定基金協会

理事長

佐藤　祐一郎
870-0025

大分市顕徳町 2-1-3

カーサ阿部 203
097-534-2727 534-0991

大分県家畜商業協同組合
理事長

石田　和男
870-0044

大分市古国府 1220

（全農大分県本部別館１階）
097-532-8577 532-8582

（公社）大分県獣医師会
会　長

麻生 　哲
870-1201

大分市廻栖野3231番地47

おおいた動物愛護センター 管理棟２階
097-574-5211 574-5221

㈱大分県畜産公社
代表取締役社長

二宮　伊作
879-7305

豊後大野市犬飼町田原

1580-29
097-578-0290 578-0308

㈲大分県酪農振興公社
代表取締役

本川　一喜
870-1201

大分市廻栖野 3231

（大分県酪内）
097-586-4222 586-4226

（公社）全国和牛登録協会

大分県支部

支部長

近藤　和義
870-0844

大分市古国府 1220

（全農大分県本部別館１階）
097-574-8588 574-8258

大分県養豚協会
会　長

工藤　厚憲
870-0844

大分市古国府 1220

（大分県畜産協会内）
097-545-6593 554-4049

大分県養鶏協会
会　長

荒牧　洋一
870-0844

大分市古国府 1220

（大分県畜産協会内）
097-545-6593 554-4049

大分県養蜂組合
組合長

枝次　秀樹
879-5506 由布市挾間町挾間 604 097-583-3307 ―

大分県食肉事業協同組合

連合会

会　長

清田　浩徳
870-1121 大分市鴛野 929-3 097-529-6544 529-6599

大分県農業協同組合中央会
会　長

二宮　伊作
870-0044

大分市舞鶴町 1-4-15

（大分県農業会館内）
097-538-6366 538-7125

大分県信用農業協同組合

連合会

代表理事理事長

舩石　信和
870-0044

大分市舞鶴町 1-4-15

（大分県農業会館内）
097-538-6385 535-2746

全国農業協同組合連合会

大分県本部

本部長

長野　博文
870-0844 大分市古国府 1220 097-544-0046 545-9532

大分県農業共済組合
組合長理事

阿部　順治
870-0822 大分市大道町 3-1-1 097-544-8110 544-8242

大分県酪農業協同組合
代表理事組合長

清末　健一
870-1201 大分市廻栖野 3231

097-586-4222

（管理部）
586-4226

九州乳業株式会社
代表取締役社長

檜垣　周作
870-1201 大分市廻栖野 3231 097-586-4135 586-4136

（一社）大分県酪農ヘルパー協会
会　長

清末　健一
870-1201

大分市廻栖野 3231

（大分県酪内）

097-586-4225

（酪農部）
586-4226

大分県牛乳普及協会
会　長

清末　健一
870-1201

大分市廻栖野 3231

（大分県酪中央支所内）
097-586-4094 586-4095

㈱大分県酪食肉公社
代表取締役

安藤　康宣
870-0108

大分市大字三佐字新港

2405-2
097-521-4452 522-2743
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酪 農 ・ 飼 料 班

農 業 大 学 校

生 産 衛 生 班

地 域 農 業 振 興 課

新規就業・経営体支援課

畜 産 振 興 課農 林 水 産 部

総 務 部

防 疫 検 査 班

病性鑑定部（大分）

管 理 担 当

企 画 指 導 担 当

種 雄 牛 チ ー ム

肉用牛改良肥育チーム

肉用牛繁殖・酪農チーム

飼料・環境チーム

研修部畜産コース

豚 ・ 鶏 チ ー ム

生 産 振 興 班

流 通 推 進 班

畜 産 企 画 班

管 理 予 算 班

農山漁村振興部（企画・農政班）

生産流通部（企画・経営体班、畜産班）

農山漁村振興部（企画・農政班）

生産流通部（企画・経営体班、畜産班）

農山漁村振興部（企画・農政・集落班）

生産流通部（企画・経営体・畜産班）

農山村振興部（企画・農政班）

生産流通部（企画・経営体班、畜産班）

農山村振興部（企画・農政班）

生産流通部（企画・経営体班、畜産班）

農山漁村振興部（企画・農政班）

生産流通部（企画・経営体班、畜産班）

衛 生 環 境 班

大 分 家 畜 保 健 衛 生 所

農林水産研究指導センター畜産研究部

東 部 振 興 局

中 部 振 興 局

南 部 振 興 局

豊 肥 振 興 局

西 部 振 興 局

北 部 振 興 局

畜 産 技 術 室

豊 後 大 野 家 畜 保 健 衛 生 所

宇 佐 家 畜 保 健 衛 生 所

玖 珠 家 畜 保 健 衛 生 所

（資料 2）

県畜産関係組織図（平成30年4月1日現在）
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平成30年　農林水産部畜産振興課・畜産技術室の主な出来事

月　日 内　　容

（資料 3）

アルプわさだハウジングタウンイベントにて「おおいた豊後牛」、「米の恵み」を PR

「米の恵み」取扱店にて消費拡大キャンペーンを実施（県内）

べつだいウォークにて「米の恵み」豚汁を提供し PR（県内）

全国獣医師大会（別府市）［写真 ❶ ❷］

OBS ラジオまつりで「おおいた豊後牛」、「米の恵み」を PR

イオン京都桂川店にて大分フェア開催（京都）

「米の恵み」取扱店にて消費拡大キャンペーンを実施（県内）

横浜ロイヤルパークホテルでの「おおいた豊後牛」の PR（横浜）

おおいた春の肉祭りにて「おおいた豊後牛」、「米の恵み」を PR（大分駅前広場）

農林水産省、（一社）日本草地畜産種子協会、大分県、大分県草地飼料協会の共催により日本型

放牧推進シンポジウム開催（別府市）

全国地鶏リレーにて「おおいた冠地どり」を PR（東京、大阪 : 玉川高島屋、日本橋タカシマヤ、

阪急うめだ本店）

全国食育推進大会（大分駅、ホルトホール）

九州・沖縄ブロック家畜保健衛生業績発表会（長崎県）

農研機構、大分県、大分県草地飼料協会の共催により農研機構国際シンポジウム開催（別府市）

OBS サマーフェスタにて「おおいた豊後牛」、「米の恵み」を PR　（大分市 : 若草公園）

県庁レストランぶんごにて県産鶏肉・鶏卵・地鶏フェア開催（消費拡大を PR）

イオンレイクタウン mori にて大分フェア開催（埼玉県）［写真 ❼ ❽］

おおいた豊後牛リーディングブランド発表会（県内）［写真 ❾ 10］

県内 28 店舗にておおいた和牛 PR キャンペーンを実施

県農林水産研究指導センター畜産研究部で候補種雄牛選抜会を実施。　　　　　　　　　　　

ゲノム評価で好成績だった葵白清等 4 頭を選抜

イオン九州にて大分フェア開催（九州）

OBS 感謝祭にて「おおいた和牛」、「米の恵み」、「おおいた冠地どり」、「豊のしゃも」を PR

（大分市 : 大銀ドーム）［写真 11］

全国家畜保健衛生業績発表会（東京都）

「米の恵み」書道コンクールにて消費拡大 PR（県内）

1月8日

1月29日～2月28日

2月4日

2月10日～12日

2月11日

2月11日～20日

2月19日～3月9日

3月1日～4月24日

3月17日～18日

3月15日　　　

　　　　　

6月8日～10日　

　　　　　

6月23日～24日

7月27日

7月27日

8月4日～5日

8月17日～23日

8月24日～26日

9月4日

9月5日～

9月13日　　　

　　　　　

9月14日～17日

9月22日～24日

　　　　　

9月26日～27日

10月1日～14日
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平成30年　農林水産部畜産振興課・畜産技術室の主な出来事

月　日 内　　容

大分県畜産共進会（肉牛の部）開催（豊後大野市 : ㈱大分県畜産公社）　　　　　　　　　　　

㈱大分県畜産公社宇佐牧場（宇佐市）が農林水産省生産局長省、㈱真玉キャトルファーム（豊後

高田市）が九州農政局長省を受賞

大分県農林水産祭（農林業の部）開催（別府市 : 別府公園）［写真 13 14］

大分県畜産共進会（肉用牛の部）開催（別府市 : 別府公園文化ゾーン）　　　　　　　　　　　

佐藤富雄氏（由布市）が農林水産大臣賞、見崎博憲氏（竹田市）が九州農政局長賞を受賞　　

［写真 15 16］

別府湯けむりマラソン大会にて「米の恵み」豚汁を提供し PR（県内）

大分県特定家畜伝染病（HPAI）防疫演習を実施（竹田市）

大分県畜産共進会（乳用牛の部）開催（大分市 : みどりの王国）　　　　　　　　　　　　　　

農林水産大臣賞に岡嶋建一郎氏（九重町）、九州農政局長賞を㈲中央牧場（日田市）が受賞　　

［写真 17］

在京大分県人会にて「おおいた和牛」の PR（京都府）

OAB 感謝祭にて「おおいた和牛」、「米の恵み」を PR（大分市 : ホルトホール）

全国農林水産祭（東京都）［写真 18］

おおいた秋の肉祭りにて「おおいた和牛」、「米の恵み」、「おおいた冠地どり」を PR（杵築市 :

農業文化公園）

平成 30 年度大分県家畜保健衛生並びに畜産関係業績発表会

「おおいた和牛」× 千房・BECO コラボレーション記者発表会［写真 19 20］

ぷれじでんと千房、ステーキ BECO おおいた和牛フェア

第 17 回大分県肉用牛生産者の会共励会開催（福岡市 : 福岡市中央卸売市場食肉市場）　　　　

和牛の部で㈱浦田牧場（宇佐市）が大分県知事賞、交雑牛の部で藤本信一氏（豊後高田市）が

大分県知事賞（交雑牛の部）を受賞

いい肉の日「おおいた和牛」PR イベントを実施

おおいた豊後牛消費拡大キャンペーンを実施

第 72 回大分県肉牛枝肉共励会（大阪市 : 大阪市中央卸売市場南港市場）　　　　　　　　　　

和牛の部で㈱甲斐農産（宇佐市）、交雑牛の部で北崎敏文氏（豊後高田市）が最優秀賞を受賞

10月6日　　　

　　　　　　　

　　　　　

10月13日～14日

10月14日　　　

　　　　　　　

　　　　　

10月14日

10月17日

10月25日　　　

　　　 　　　　

　　　　

10月27日

10月27日～28日

11月2日～3日

11月3日～4日　

　　　　

11月16日

11月19日

11月～1月

11月20日　　　

　　　　　　　

　　　　

11月29日

11月29日～

12月5日

ー 31 ー



❶ 全国獣医師大会

❸ ラグビー日伊戦おおいた和牛提供

❺ 牛乳消費拡大イベント（大銀ドーム）

❷ 全国獣医師大会

❹ ラグビー日伊戦おおいた和牛提供

平成30年　農林水産部畜産振興課・畜産技術室の主な出来事

　　

ー 32 ー



❼ イオンレイクタウンmori大分フェア

❾ おおいた和牛発表会

❻ OBS七夕まつり（若草公園）

❽ イオンレイクタウンmori大分フェア

10 おおいた和牛発表会

平成30年　農林水産部畜産振興課・畜産技術室の主な出来事

ー 33 ー



11 OBS感謝祭

13 農林水産祭

15 畜産共進会（肉用牛の部）

12 国民文化祭

14 農林水産祭

平成30年　農林水産部畜産振興課・畜産技術室の主な出来事

　　

ー 34 ー



17 畜産共進会（乳用牛の部）

19 千房・BECOコラボレーション

16 畜産共進会（肉用牛の部）

18 全国農林水産祭

20 千房・BECOコラボレーション

平成30年　農林水産部畜産振興課・畜産技術室の主な出来事

ー 35 ー



memo



・大分の畜産２０１8

・平成31年３月発行

※環境に配慮して再生紙を使用しています。

2018年9月4日「おおいた和牛」発表会


